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受講者募集

平成
25年度

横浜市地域包括
支援センター

今日、地域包括支援センターには、「住民を地域で支える援助」と

「住民を支える地域を創る援助」の両方が求められています。

その背景には、生活課題の多様化・対応すべき課題の深刻化があり、その課
題解決の強力な地域福祉の推進、その延長上にある地域包括支援システムの構
築の必要性があります。

本年も、就任２年以下の包括支援センター職員を対象に、初任者研修を開講
します。大都市横浜において、地域を基盤としたソーシャルワークに、その意義
と役割を正しく理解し、意欲を持って業務に携わるために、積極的な参加をお
願いいたします。

日　時　

会　場

受講料

対　象　

定　員　

申込方法

ウイリング横浜  （京急・市営地下鉄線上大岡駅直結　徒歩 3 分）

無 料

横浜市地域包括支援センターに所属する職員
（主任ケアマネジャー・社会福祉・保健師） 
のうち、おおむね経験年数１年未満の方で、
平成 24 年度の横浜市地域包括支援センター
職員基礎研修未受講の方

60名　※先着順にて受講受付します

申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸで、よこはま地域福祉研究センターまでお申し込みください。

受講決定
申込の結果につきましては、　10 月 18 日（金） までにメールにてご案内します。それまでに通知が届かな
い場合は、下記までお問い合わせください。また、受講決定者にはプレワークシートをご提出いただく予定
です。詳細は受講決定時にご案内します。

（主催） 横浜市健康福祉局　高齢在宅支援課・地域支援課申込み・お問合せ先　特定非営利活動法人　よこはま地域福祉研究センター

基本の
ポイントを
押さえて

おきましょう！

平成２5 年  ９：３０－１７：００10/23（水）11/25（月）

申込締切
平成25年

10/15（火）必着

申込の結果につきましては、11月6日（火）までにメールにてご案内します。それまでに通知が届かない場合
は、下記までお問い合わせください。また、受講決定者にはプレワークシートをご提出いただく予定です。
詳細は受講決定時にご案内します。

（主催） 横浜市健康福祉局　高齢在宅支援課・地域支援課申込み・お問合せ先　特定非営利活動法人　よこはま地域福祉研究センター

日　時

受講料

対　象　

定　員　

申込方法

ウイリング横浜
（京急・市営地下鉄線上大岡駅直結　徒歩 3 分）

無 料

横浜市地域包括支援センターに所属する職員（主任ケアマネジャー・社会福祉・保健師）

60名　※先着順にて受講受付します

申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸで、よこはま地域福祉研究センターまでお申し込みください。

平成２5 年

13:30－17:00

9:30－17:00

11/13（水）

12/25（水）

平成25年度 横浜市地域包括支援センター

「人つくり＆
まちつくり」

申込締切
平成 25 年

11/5（火） 必着

人の繋がりが、
まち再生に！

コミュ二ティデザイン
から学ぼう！

地域を基盤
としたソーシャル
ワークを拓く

基礎研修
受講者

地域包括支援センターにとって、
「共に生き、相互に支えあうことが
できる地域つくり」すなわち「地域
包括ケアシステムの構築」が大きな
役割です。

地域包括ケアシステムは、ケアを
受ける側、ケアを提供する側双方の
当事者性を育み、誰もが地域におけ
る自立生活が営めるよう、計画・シ
ステム・ネットワークつくりをしてい
く必要があります。更に、これらの取
り組みは、包括支援センター職員の
みではなく、地域住民や関係機関を
はじめとする参加・協働を促し、相
互に支えあう互酬性に基づいたコ
ミュ二ティの構築を目指すことにな
ります。

25年度基礎研修は、まず、福祉の
みの視点からだけではない、人やま
ちを見直します。続いて、ケアリング
コミュ二ティを構築するための包括
支援センター職員の実践の在り方を
探ります。個別支援と地域支援の統
合的実践が、ソーシャルワーカーに
求められる今だからこその研修で
す。沢山の包括支援センター職員の
皆さんの参加を期待します。

いわま　のぶゆき

岩間 伸之氏

社会福祉学博士
大阪市立大学大学院生活科学研究科教授

募
集

だいご　たかのり

醍醐 孝典氏

11/13
（水）

StudioL
京都造形芸術大学非常勤講師
NPO法人 ソーシャルデザインラボ理事長

12/25
（水）

会　場

地域包括ケアシステム構築のために、
協働を生み出すワーカーになる！

地域包括支援センターは、地域包括ケア実現に向け
た中核的機関です。地域包括ケア実現のためには、人
や団体・組織間の繋がりを生み出す必要がありますが、
包括支援センターの職員として、その働きかけや継続
性等、課題となることもあるのではないでしょうか。

本研修は、人々の協調行動が活発化することにより
社会の効率性を高めることができるという考え方のも
とで、社会の信頼関係、規範、ネットワークといった
社会組織の重要性を説く概念「ソーシャルキャピタル

（社会関係資本）」をテーマに行います。
研修プログラムとしては、市内ケアプラザの実践例

の報告、包括ケアシステム構築とソーシャルキャピタ
ルの関係性、人々の協調行動の場面ともいえる「地域
ケア会議」のあり方なども含め、課題解決に向け学ぶ
場としたいと考えます。沢山の方の参加を期待します。

今なぜ、
ソーシャル

キャピタルか！？
社会関係資本

ズバリ
！

この人
に聞く

平成25年横浜市地域包括支援センター 現任者　課題別研修

どうつくる？
「ネットワーク」

win・win の
関係を生み出す
ヒントとは？

どう検討する？
「地域ケア会議」

日　程 ：平成26年2月10日（月）・ 2月27日（木）　9:30 ～17:00
講　師：東京都健康長寿医療センター研究所　研究部長　藤原 佳典氏
対　象：横浜市内地域包括支援センター職員
 （主任ケアマネ・社会福祉士・保健師） 

場　所：ウィリング横浜　研修室
 （京急・市営地下鉄線上大岡駅直結　徒歩 3 分）

定　員：60名　※締 切：2月3日（月）必着　

受講料：無 料

地域包括支援センターの業務に関わる職員が、包括支援
センターの意義・役割、その業務、他の専門職種との連携
について理解し、業務を行う上で必要な知識の習得及び技
能の向上を図り、もって地域包括支援センターの適切な運
営を確保することを目的とします。

また、地域ケアプラザにおける地域の課題解決、ネット
ワークに関する知識を習得することで、地域包括支援セン
ターを含めた包括的な地域支援の役割を習得します。

① 総合的かつ包括的な相談援助力の育成
クライエントの個々のニーズに密着しながら、クライエント主

体の援助を、地域を拠点として展開するチカラを養成。

② 地域を基盤とするソーシャルワーク力の育成
個を支える援助と、個を支えるチカラのある地域を創る援助を

一体的に推進するチカラの養成。

③ ソーシャルキャピタル ・ ネットワーク構築力の育成
連携・協働による個別支援・地域支援を行うための知識・情報・

実践力を養成。

まちづくりの視点を包括職員に伝えた効果

個別支援に偏りがちな包括職員に、コミュ二ティへの意識をもつ
こと、多様な人や機関の協働を生み出す手法の多様性を知ること、
継続的な協働の取り組みに必要な「計画（プロセス）」「方法（プロ
グラム）」「ネットワーク」を理解することを目標に、醍醐 孝典氏を
講師としてお招きしました。

通常の包括研修では扱わない「コミュ二ティデザイン」の話から
の始まりに戸惑いのある受講者もいましたが、対話から協働に繋げ
るワークショップなども経験し、所属するメンバーひとりひとりの
力が可視化され、個々のモチベーションと協働の意欲を高めていく
ことに、受講者の多くが日常業務に活かしていけるという手ごたえ
を感じることができました。

9

権利擁護の支援のイメージ
●生命、生活を守るための積極的介入支援

∗ 権利侵害への対応、権利救済

∗ 例えば・・・高齢者虐待対応としての保護分離

∗ 生活ができるようにするための緊急対応

∗ 例えば・・・食事や水分摂取の確保、必要な受診支援

●自己決定を保障するための支援

∗ 適切な自己決定や意思表出のための支援

∗ 安心、安全な環境での、情報提供の上での自己決定の支援

∗ 判断能力が低下し自己決定できない場合は、成年後見制度へ
つなぐ支援

ただ生きていることを
支えるのではなく

本人らしさ
自己決定も保障

＜第１回　初任者研修＞

地域包括ケアシステム構築の意義と
包括支援センターの役割
横浜市中村地域ケアプラザ 

所長　山村　良一氏

＜第１回　初任者研修＞

権利擁護事業の理解と
包括支援センターの役割
公益社団法人　あい権利擁護支援ネット

代表　池田　惠利子氏

＜第２回　初任者研修＞

総合相談の役割と実践法
横浜市反町地域ケアプラザ

所長　高根沢　恵子氏

＜基礎研修＞

「人づくり＆まちづくり」
Studio L/京都造形芸術大学非常勤講師

NPO法人 ソーシャルデザインラボ理事長

醍醐 孝典氏

＜第２回　初任者研修＞

介護保険制度の動向と
介護予防マネジメント
元　厚木市睦合地域包括支援センター

センター長　松崎　吉之助氏

＜課題別研修＞

地域を基盤とした
ソーシャルワークを拓く
大阪市立大学大学院生活科学研究科教授

社会福祉学博士　岩間 伸之氏

＜課題別研修＞

今なぜ、ソーシャルキャピタルか！？
東京都健康長寿医療センター研究所　

研究部長　藤原 佳典氏

初任者研修

10/23(水)、11/25(月)の全2回

受講者：42名

　

基礎研修

11/13（水）、12/25（水）の全2回

受講者：30名

　

課題別研修

2/10(月)、2/27(木）の全2回

受講者：29名

　

記録が重要であること、

医療系の専門職とのか

かわり方、 すぐに実践

に役立てます。

地域との連携・家族との協

働、Win・win となるアプロー

チの大切さが分かりました。

地域包括とは何か、 どう

考えていくのか、 明確に

知ることができて、 目が

覚める思いがした。

「変わるべきもの」 「変わらない

もの」 時代の流れを感じました。

ソーシャルワーカーとして、 根拠

をもった取り組みをしていくことの

重要性を痛感します。

包括的な相談援助力を培うため、
「総合相談のプロセスや意義」 を時
間をかけ学習。

墨田区での食育におけるファシリテー
ションツールとして、 「カード」 をデザ
イン。 問題を可視化するためのツー
ルの重要さを認識した。

各地域ケアプラザの職員の方を交
え、 「包括職員に求められる実践力と
は？」 をテーマにミニシンポジウムを
行った。

win-win を生み出すための 「協調行
動に繋げる場づくり」 をテーマにワーク
ショップを実施。

コミュニティデザインを進めるための、
ワークショップの基礎、 ファシリテー
ショングラフィック （議論の見える化）
を学習。

高齢者虐待・ 人権侵害の防止等、
ワークショップを入れ、 プレワークで見
えた課題を共有し整理。 解決への糸
口を話し合った。

現任者の立場から、 包括支援セン
ターの役割と期待をお話いただいた。

介護保険制度の背景を把握し、 行
動変容を促す 「介護予防ケアマネジ
メント」 について理解を深めた。

共著 「地域福祉援助をつかむ」
の内容を基に講義は進められた。

地域を基盤としたソーシャルワーク力の育成

日本福祉大学の原田先生との共著「地域福祉援助をつかむ」の
大きなテーマ、「地域を基盤としたソーシャルワーク～個別支援と
地域支援をつなぐ」を今年度の基礎研修のテーマに据え、岩間 伸
之氏を講師としてお招きしました。

すべてスクール形式の 1 日研修でしたが、「個を地域で支える援
助」と「個を支えることができる地域をつくる援助」の双方を理論
的に、かつ具体的実践方法を組み入れつつ講義していただきまし
た。包括職員として、ミクロ・メゾ・マクロにどのように関係するか、
更に今日、課題として大きくなっている生活困窮者問題や認知症対
応などにも、包括の実践について解説していただき、経験の浅い
職員にも、ベテラン層の職員にも、得るところがそれぞれにあるプ
ログラムでした。

先生の資料も整理されたもので大変分かりやすく、包括職員が
日常業務を行う上でも役立てることが出来るものだと思われます。

横浜市包括支援センター職員研修
包括的な地域支援の役割を担う人材の育成

講義＆ワークショップの様子

目　的

効　果

18 19



受講者

の

感想

介護力向上のために必要な知識 ・ 情報 ・

実践力の習得

在宅福祉の要である訪問介護の介護力向上のため
に必要な知識・情報・実践力を身に付けます。また、
本事業で行う研修の場において、訪問介護事業に従
事する同士の交流を図り、訪問介護事業の可能性を
探り、今後に繋げることのできる積極的な人材の育
成を目指し実施します。

基礎研修 205 名、応用研修 123 名、計
328 名の参加者となり、非常に活気ある
研修となりました。
横浜市訪問介護連絡協議会より、サービ
ス提供責任者の状況についてヒアリング
し、当研究センターから複数の研修企画
案を提示したうえで実施した内容だった
ため、参加者ニーズにもマッチし、受講
満足度も高い結果となりました。

■横浜市訪問介護連絡協議会研修事業（委託事業）

■リーダー研修
当研究センター自主事業として、訪問介護事業所の価値を福祉事業
の中で高めていくために、訪問介護事業所間・関係機関等との間を
繋ぐ役割を果たす、リーダー的存在の育成を狙いとして実施しまし
た。コミュニケーションスキルを中心に、人と
人を繋ぐコミュニケーションの実践法を学び、

講師・内容とも、大変好評を頂きました。

今年度の研修は、サービス提供責任者を対象に、「基礎研修」「応用

研修」の２コースを実施します。

今回は、サ責として経験の浅い方が、必要なスキルの習得を目指す「基

礎研修」の受講者を募集します。たくさんの方に受講いただくために、

同じ内容の研修を２回行い、受講いただけるようにしました。ご都合

に合わせて選択の上、お申込みください。

研修カリキュラム研修カリキュラム 9/17（火）

訪問介護員が利用者に支援すべき、課題や目標を明確にし、課題を解決するた

めの支援方法について利用者が確認、同意し契約するために、訪問介護計画を

適切に作成することがサ責に求められます。

○訪問介護計画の作成（アセスメント・モニタリング）
○居宅サービス計画との連動法
○記録と共有方法

1
訪問介護計画の作成法

訪問介護の現場に起こりうる多様なリスクに対して、どのような予防的対応

をするのか、リスクが発生した場合に、また、その後に、どのような対応を

するのか必要な知識と情報を得て、実践につなげます。

〇感染症対策・食中毒対策
〇事故（緊急時対応）・クレーム対応・個人情報取り扱い

特定非営利活動法人ワーカーズわくわく

理事長　介護支援専門員

認定ＮＰＯ市民セクターよこはま　理事長

横浜市社会福祉審議会委員

横浜市在宅療養連携推進会議　委員

横浜市社会福祉協議会　居宅事業者部会　部会長

横浜市地域福祉保健計画策定・推進委員会　委員

中野しずよ氏

2
リスク管理

すべてのサ責業務において、コミュ二ケーション力が求められます。

対話（コミュ二ケーション）とは何か、それを生み出す手法について学びます。

更に、サ責によるスーパービジョンを考えます。

〇コミュ二ケーション力とスーパービジョン

瀬谷区にて、地域の助け合い活動

を始まりとして、高齢者・障害の

ある人・援助の必要なこども等

あらゆる困難を抱える住民への支

援活動を行う。在宅福祉の担い手

としても、医療・福祉・保健など

幅広いネットワークを持ち、現場

主義を貫きつつ、豊かなコミュ二

ケーション力を発揮して活躍中。

3 対人援助技術

サービス提供責任者
基礎研修

10/18（金）

主催：横浜市訪問介護連絡協議会 /（協力）横浜市健康福祉局在宅支援課・（事務局）NPO 法人 よこはま地域福祉研究センター

この申込用紙にてFAXでお申込み下さい。　ＦＡＸ：045-228-9118　※申込締切：9月10日（火）

事業所名 所在地　

TEL： FAX：  E-mail

 受講希望者氏名（ふりがな） 日程の選択  サ責の経験　

今後サ責になる予定　・　経験年数　　　　　　　年

今後サ責になる予定　・　経験年数　　　　　　　年

今後サ責になる予定　・　経験年数　　　　　　　年

9/17（火）  ・  10/18（金）

9/17（火）  ・  10/18（金）

9/17（火）  ・  10/18（金）

【お問い合わせ】　特定非営利活動法人よこはま地域福祉研究センター （担当：佐塚・武田・戸嶋）  
〒231-0013　横浜市中区住吉町 2 丁目 17 番地 金井ビル 201 号室　tel：045-228-9117　fax：045-228-9118

※ここに記載された個人情報は、本事業以外の目的では使用しません。

（申込の方の）

〒

平成 25 年度　横浜市訪問介護連絡協議会　サービス提供責任者   基礎研修

受講申込書

両日とも 13 時～ 16 時半

講師紹介

13 時～ 16 時半9/17（火） 10/18（金）

平成 25 年度

横浜市訪問介護連絡協議会

※ 該当する箇所を〇で囲み、経験のある方は年数をご記入下さい※ 〇で囲んでください

平成 25 年４月に設立した研究センターです。認定ＮＰＯ法人市民セクターより、分離・独立して活動を行っ
ています。今年度、横浜市訪問介護連絡協議会よりご依頼を頂き、本研修の事務局をさせて頂くことにな
りました。今後ともよろしくお願いいたします。
当会ＨＰ　www.yresearch-senter.jp

日　時　

会　場　ウイリング横浜　12 階研修室

受講料　３０００円

対　象　横浜市内の訪問介護事業所に勤務するサービス提供責任者

定　員　７０名　※先着順にて受講受付します

申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、9 月 10 日（火）までに

 ＦＡＸでお申込みください。

ケアタウン研究所
高室 成幸氏

サービス提供責任者 応用研修

主催：横浜市訪問介護連絡協議会 /（協力）横浜市健康福祉局高齢在宅支援課・（事務局）NPO 法人 よこはま地域福祉研究センター

13 時～ 16 時半

13 時～ 16 時半

11/29（金）

12/13（金）
日　時　

会　場　ウイリング横浜　12 階研修室
受講料　3000円
対　象　横浜市内の訪問介護事業所に勤務する
 サービス提供責任者の経験が概ね３年以上の職員

定　員　70名　※先着順にて受講受付します

申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、Ａ・Ｂコースの
 いずれかを選択し、11 月 19 日（火）までに
 ＦＡＸでお申込みください。

平成 25 年度  横浜市訪問介護 

協働を生み出すサ責になるために

身に着けたい、伝えるチカラ

協働を生み出すサ責になるために

身に着けたい、伝えるチカラ

サ責の「提案力」を磨く！サ責の「提案力」を磨く！

Home 
Helper

9 月・10 月、それぞれ１回、サービス提供責任者「基礎研修」を実施しました。
いずれの日程も 100 名を超える受講希望があり、初任のサ責の皆さんが熱

心に学びました。
さて、今回、受講者を募集する「応用研修」は、今年度、各区訪問介護連絡

会を通じて、高い要望があった「提案力」をテーマに行います。
「提案力」は、訪問介護事業所でヘルパーに効果的な在宅支援の実践を促す

ためにも、また、ケアマネジャーをはじめ、包括支援センター職員や訪問介護
員などに、日常の利用者状況を伝え、チームアプローチに繋げていくためにも
欠かせない、サ責が必要とするスキルです。

是非、この機会にサ責として、協働を生み出すチカラを身に着けたい方、受
講をお勧めします。尚、基礎研修に続いて、Ａ日程、Ｂ日程として、同様の研修
を２回実施します。ご都合の良い日程を選択し、お早めに申し込みください。

Ａ日程

B日程

講 師

東京工芸大学教授
大島 武先生

主催：ＮＰＯ法人 よこはま地域福祉研究センター
　この事業は、神奈川県潜在的福祉・介護人材参入促進事業により実施しています。

連
携
・
協
働
を
拓
き
、

訪
問
介
護
の
可
能
性

を
高
め
る
！

福祉事業を担う
リーダーのマインドと
スキルを考える

Home 
Helper

平成25年12月、社会保障プログラム法が成立しました。
この法律は、多様な生活課題を抱える人々を社会で支えてい
くため2025年日本モデルへと改革を進めていくためのものです
が、在宅福祉にも大きな影響があると思われます。
今、これらの法制度成立も視野にいれながら、訪問介護の

可能性が一層高まるよう、訪問事業所間、または他の福祉関係
機関との連携・協働を進めていくことが必要です。

本研修では、この連携・協働を生み出すリーダーの養成を目
的に行います。
連携・協働を生み出すためには、「人や組織を繋ぐ」

ことの意義を理解し、意識をもち、スキルを備えることが重要
です。各訪問介護事業所のリーダー的役割の方、また、各自治体
の訪問介護連絡会等、ネットワークのリーダー的な役割を担っ
ている方、是非、研修にご参加ください。

両日とも15 時 ～18 時
※本研修は、２日間連続研修です。

2/4（火） 2/26（水）日　時　

会　場　ウィリング横浜
（京急・市営地下鉄線　上大岡駅直結　徒歩3分）

受講料　4000 円  ※2 日間の受講料

対　象　訪問介護事業所の管理者・サ責などリーダー的役割の人
訪問介護連絡会等のネットワークのリーダーを務めている人

定　員　50名 ※先着順にて受講受付します

申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、１月 28 日（火）
　　　　　　までにＦＡＸでお申込みください。

２日目１日目

平成25年度訪問介護支援事業 リーダー研修

1963 年生
一橋大学社会学部卒
東京工芸大学芸術学部教授
フェリス女学院大学非常勤講師
（著書）・プレゼンテーションマイ
ンド／「相手の聞きたいこと」を話
せ！／ケースで考える情報社会
映画監督　大島渚氏長男

訪問介護をターミナル期まで利用しており、家族介護者として
大変お世話になったという想いがあるそうです。
専門分野であるビジネス領域におけるパフォーマンスを含め、
コミュ二ケーション法・ネットワークを生み出すファシリテー
ションの方法などをお話しいただきます。

講 師

基礎研修

「新人サービス提供責任者が身に

着けたい基本スキル」

講師：特定非営利活動法人　ワーカーズわくわく

 理事長　中野 しずよ氏

９月１７日（火）・１０月１８日（金）

受講延人数：　１２３人

応用研修

「サービス提供責任者の提案力を磨く」

講師：ケアタウン研究所

 所長　高室 成幸氏

１１月２９日（金）・１２月１３日（金）

受講延人数：　２０５人

リーダー研修

「協働・連携を生み出すリーダーの極意を探る」

講師：東京工芸大学教授　大島 武氏

２月４日（火）・２月２６日（水）

受講延人数：　８７人

各項目の内容が具体例

も挙げながらの解説で

大変分かりやすかった。

リーダーとして不足して

いるコミュ二ケーションス

キルに気付くことができ

ました。

目からうろこです。 普段、 仕事

の中で使っている言葉が抽象的

で曖昧であること。 誤った言葉

使いをしていること等、 気づき、

反省しました。

人を変える事は難しいので、

自分のパフォーマンスに工夫

をする努力をしたいと思い

ます。

神奈川県潜在的福祉 ・ 介護人材参入促進事業助成金

神奈川県潜在的福祉・介護人材参入促進事業の助成

金を得て、 当研究センター自主事業として、 訪問介護事

業者間の連携・協働の促進を図る、 リーダー的役割を

果たす人材の養成を目指して、 「リーダ―研修」 を実施

横浜市訪問介護連絡協議会研修事業 （委託事業）

平成２４年度設立された、 横浜市訪問介護連絡協議会の委託を受け、

「基礎研修」 「応用研修」 を実施

訪問介護事業所職員研修事業
リーダー的役割を果たす人材の養成

目　的 効　果

横浜市認知症対応型サービス事業
地域密着型事業を行う事業者の育成

１．事業所を管理・運営していくにあたり、そのよりどころとなる法令・
基準を理解する。

２．認知症高齢者について正しく理解し適切なサービス提供をするた
めに必要な知識を習得する。

３．研修で身に付けた知識を生かし、自己の事業所を適切に運営する
とともに、より良いサービス提供を実現できる。

高齢者福祉・地域福祉の分野で仕事をする専門職の人材育成を行う中
で、地域密着型サービス事業の重要性や期待の高まりを感じます。

認知症高齢者、要介護者を支えるために、要介護当事者や家族の暮ら
しの状況に応じて、適切なケアマネジメントが行われると共に、提供す
るサービスの質の向上が必要です。

また、地域密着型事業を行う事業者は、事業者内での取り組みだけで
はなく、外部との関係づくりをし、要介護者を支える力をもつ地域づくり
にも、積極的に介入する姿勢も求められています。

受講者は、一様に熱心に学び、受講者間の関係づくりをしました。地
域密着事業の代表として、今後の活躍が期待されます。

第 1 回　　平成 25 年　7 月  2 日 （火） ・ 7 月 25 日 （木）

第 2 回　　平成 25 年 11 月 18 日 （月）・12 月　5 日 （木）

指定小規模多機能型居宅介護事業者、指定認知症対
応型協働生活介護事業者又は、指定複合型サービス事
業者の代表者となる者が、事業所を運営していくうえ
で必要な知識を身に付けることのできる研修の企画・
実施。

目　的

効果と展望

横浜市里親研修の実施にかかる事業
一人でも多くのこどもが家庭的な環境の中で地域で健やかに
成長できるように

一人でも多くの里親さんが誕生することを願って

里親制度は、何らかの事情により家庭での養育が困難又は受けられな
くなったこどもたちに、温かい愛情と正しい理解を持った家庭環境の下で
の養育を提供する制度です。

当センターでは、これまで横浜市の委託事業として、里親養成研修の
実施にかかる業務を行ってきました。社会的養護の必要なこどもたちは
年々増えてきています。子育ての難しい社会環境が指摘されていますが、
一人でも多くのこどもがより家庭的な環境の中で、大きな安心と安らぎを
得ながら、多くの人との関わりをもって地域で健やかに成長できるよう、
こどもを育んでくれる里親さんが、一人でも多く誕生することを願い、事
業を実施しています。

「横浜市里親研修実施要項に基づいた研修」の実施、
研修実施後の効果測定、研修にかかる資料準備などを担
当しました。また、今年度は横浜市南区の子育て支援拠
点「はぐはぐの樹」に協力を依頼し、研修当日の保育を
担当していただきました。

＜実施概要＞

基礎研修　全 6 回 （座学 1 日 + 施設見学 1 日）

新規認定研修　全 3 回 （座学 2 日）

更新研修　全 2 回 （座学 2 日）

現任研修　全 3 回 （座学 1 日）

目　的

展　望実　績

里親制度は国が社会的養護を必要とするこどもの１/ ３をカバーするま
でその委託率を増やす目標を立てていますが、里親支援の充実など、そ
の達成のためには多くの課題が残っています。今後もこの研修を通して
様々な関係者とともに考え、社会的養護の必要なこどもへの支援の一環
として、この研修が充実したものになるよう、努めていきたいと思います。

20 21



指定管理施設第三者評価

現場の現状を理解し、 問題発見から解決の糸口を探る

この事業は、当センターでも大切にしている事業の一つで
す。それは、単に「評価を実施する」ことを目的とするので
はなく、評価事業を通して、様々な福祉分野の現場の職員の
人たちの声に耳を傾け、管理職の方たちと意見交換をするこ
とで、現場の現状を理解し、どこに問題があるのか、解決の
ためには何が必要なのか、などを広く考える事が出来るため
です。評価対象となる施設の分野を問わず、これからの地域
福祉の要となる各施設の評価を、公平公正に、誠意をもって
実施していきたいと考えています。

事業所の魅力をより輝かせるために

平成 26 年 4 月現在、横浜市内には 913 の
指定管理者が横浜市より指定を受け運営して
います。公の施設についても「質」が問われ、
同時に、指定管理者である各事業所のサービ
スも利用者によって選択される今日、選ばれ
る事業者となるために、また、事業所の魅力
をより輝かせるために、サービスの質の向上
と継続的な改善の実現が求められます。当セ
ンターはこの事業を通じて、取り組みの「強み・
弱み」を指定管理者と共に確認し、時代に即
した適正な施設運営と利用者本位の実現、職
員のエンパワメントなどをおこなっています。

利用者本位の指定管理者としての取り組み
は、職員の方々の日頃の工夫や努力によって
実現されているものです。このことを念頭に、
職員の皆さまが評価の受審プロセス（自己評
価やヒアリング調査）を通じて、日頃の取り
組みを振り返ることを支援していきます。

また、事業者の皆さまと対話を重ね、皆さ
まの「気づき」を少しでも多く生み出せるよ
う努めます。

「誠実さ、公正さ」と「専門性、客観性」
を持ちつつ、「事業所の現状を理解し、職員
の皆さまの想いに寄り添うこと」を重視して
事業にのぞみます。

■保育所（11施設）
マヤ保育園・久良岐保育園・聖母の園保育園・太陽の子　新子安
保育園・都筑ひよこ保育園・そよかぜ保育園・新杉田のびのび保
育園・わかば保育園・スターチャイルド《江田ナーサリー》・スター
チャイルド《川和ナーサリー》・パレット保育園・大和

■障害児施設（1施設）　横浜訓盲院

■障害者グループホーム・ケアホーム（1施設）ハイム木もれ陽

評価プロセスをご提案し丁寧な評価を実施

平成 25 年度は、横浜市内における評価事業に大きな変化
がありました。現在約 580 か所ある市内の認可保育所につ
いて、評価受審が義務化されたことです。このことは、施設
もさることながら、評価機関にとっても、どのように受審が
進むのか、評価調査員の手配が可能なのか、実施しきれるの
か等、多くの不安材料を伴うこととなりました。次年度、再
来年度と、より多くの保育所が受審を予定しています。私ど
もとしては義務化によって対象施設が増えても、これまで通
りの評価プロセスをご提案し丁寧な評価を実施しており、受
審された多くの施設の方から「受審してよかった」との感想
をいただけたことは、評価機関としても励みになりました。

分野としては、児童分野（保育所）が中心でしたが、障が
い児の施設と障がい者グループホーム・ケアホームの評価も
実施できたことは、貴重な経験でした。

「こどもの地域生活支援」 を重要なテーマとして

位置付け

平成 24 年度より、社会的養護施設も 3 年に 1 回の評価受審が義務
化されました。平成 26 年度までに、全国の社会的養護施設が第三
者評価を受審しなければなりません。当センターでは平成 25 年度
に全国社会福祉協議会の評価機関認証を得ました。そのため、まだ、
評価の実績はありませんが、こちらも平成 26 年度までに多くの社
会的養護施設の受審が控えています。

当センターでは、「こどもの地域生活支援」を重要なテーマとし
て位置付けています。その意味において、社会的養護施設の評価
の実施は、今後とも継続して実施し、理解をますます深めていき
たいと考えています。まだ始まって間もないこともありますが、施
設の皆さまのご意見も伺いながら進めていきたいと考えています。

I ・ M さん N ・ T さん たすけあいあさひ

牧野　洋子さん
評価調査員

Voice

評価調査員

Voice

評価委員

Voice

私が福祉サービス第三者評価の調査員

として心がけていることは、まず施設か

ら提供される資料と自己評価をよく読み

込み、施設の特徴を捉えることです。実

際の調査は、評価基準に従って行います

が、現場の観察や職員の方からの聴き取

りを大切にして、相手の気持ちを汲み取

るように努めています。そのことが、調

査後、職員の方がさらによい施設にする

よう努力されることにつながり、評価の

目的である利用者の福祉に資するものと

なると嬉しいです。

子育てを取り巻く環境が厳しさを増し

ている中、より良い環境作りのために少

しでも役立つならばと第三者評価をしな

がらいつも願っています。

昨年度は、自分は何を一番大切に評価

すれば良いかについて考え直す機会を持

つことができました。そして、職員が熱

い思いを持って頑張っているからこそ外

部の第三者の目が入る必要があるのだと

改めて感じました。

原点に立ち戻り、謙虚な気持ちで評価

に臨みたいと思っています。

さまざまな園や施設がありました。創業

者が理念で築いてきたもの。新規参入の

株式会社が顧客として対応し取り組むも

の。制度変更により、福祉としての歴史を

仕切りなおさなければならない施設。そし

て、定められた評価項目の中で、その良さ

や、改善点を、いかに掬い上げ、また、い

かにその園や施設に伝えていくか。調査員

の方々の、我が身を絞りきるような努力。

違和感ある評価項目もあり、はじめは委

員を続ける意欲が減じることもありました

が、やらせていただいて感謝！

第三者評価事業
地域の重要な福祉拠点だからこそ、ともに考えていきたい

目　的

実　績

・中村地域ケアプラザ　10 月～ 12 月
・富岡八幡公園こどもログハウス　1 月～ 2 月

【登録評価調査員】5名

（平成26年3月現在）

実　績目　的

効果展望

効　果 展　望

【登録評価調査員】　17名（平成26年3月現在）

評価の流れ

Yokohama Community development Reseach center 〒231-0013  横浜市中区住吉町二丁目17番地　金井ビル201号室

特定非営利活動法人 よこはま地域福祉研究センター

www.yresearch-center.jp
Tel.045-228-9117  Fax.045-228-9118

社会的養護関係施設第三者評価機関認証番号養護 2510-002-01

かながわ福祉サービス第三者評価認証機関 第 26 号

横浜市福祉サービス第三者評価指定機関 第 17 号

お問合せ大切な私たちの暮らしの今、そして未来を考える

社会的養護関係施設の職員のみなさまへ

横浜市第三者評価マークの

ひょうた君

特定非営利活動法人　よこはま地域福祉研究センター 担当　吉川・佐塚
〒231-0013　横浜市中区住吉町 2 丁目 17 番地 金井ビル 201 号室
Tel  045-228-9117　Fax  045-228-9118
www.yresearch-center.jp/ 　mail：top@yresearch-center.jp

お問い合わせ
横浜市指定管理者第三者評価機関認定番号　25-01

評価の前提となる事実に誤認がないか確認
するとともに、意見交換を行います。

横浜市指定管理者第三者評価 の流れ

団体概要、評価の流れ、契約内容等のご説明

契約締結

事前提出資料のご提出

自己評価の実施
2 週間程度

1 か月程度

1 か月程度

調査報告書の取りまとめ、分析

事実確認訪問の実施（1 時間半程度）

評価結果納品

訪問実地調査の実施（１日）

区所管課に評価結果と
実績報告書をご提出く
ださい。

評価シートの指定管理者記述・
チェック欄にご記入の上、データ
でご提出いただきます。職員の皆
さまで日頃の業務を見つめ直し
じっくり取り組んでください。

施設のパンフレットや広報紙
事業計画書・事業報告書などを
ご提出ください。

調査内容から優れた点、
改善点を分析し報告書を
作成します。

評価
機関

指定
管理者

指定
管理者

指定
管理者

評価
機関

担当者様へデータでお送り
します。

区所管課への結果報告

書類調査、施設内見学と評価項目
に沿ったヒアリングを行います。

 

＊＊＊評価結果＊＊＊
２０１4 年４月 

かながわ福祉サービス第三者評価認証機関第 26 号  横浜市福祉サービス第三者評価指定機関第 17 号

評価実施機関：特定非営利活動法人よこはま地域福祉研究センター 

〒231-0013 横浜市中区住吉町 2-17 金井ビル 201 号  

TEL045-228-9117・FAX045-228-9118 

http://www.yresearch-center.jp 

ひめじおん保育園

福祉サービス
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今年度、 人材育成事業に、 年間 30人の講師 ・ アドバイザー

にご協力いただきました。

各育成事業について、 それぞれ、 研究センターのネットワークを

活かして、 また、 情報を集め、 協力をお願いしました。 地域福祉

推進に 「人」 が重要であるからこそ、 幅広い人材育成事業を行

いましたが、 講師の方々から多くの学びを得ることが出来ました。

また、人材育成事業にはたくさんの方に参加していただきました。

私たちの目指す、 研究センターは、 市民 ・福祉専門職も ・研

初年度でしたが、 自主事業も第三者評価事業、 また、 研究セ

ンター独自のネットワーク事業等で収益を得ることが出来ました。

委託事業は、 全てが人材育成事業ですが、 これらの事業を行

うことで、 社会福祉の今を改めて確認することができ、 市内の多く

の福祉専門職との顔の見える関係も生まれます。

事業支出については、 人材育成についていては講師料や会場

2013年度　データ

n=43 n=801

収支の概要

自主事業 委託事業

助成金

その他
会費

37％ 53％

８％

２％
0％

事業収益

講師の分野

センター開発プログラム
（プロジェクト活動）

評価事業

人材育成

調査 ・研究
その他

17％

32％

43％

４％
４％

事業支出

職種別参加人数

団体概要

団体名称	 特定非営利活動法人	よこはま地域福祉研究センター

設立年月日	 平成24年10月1日

理事長	 泉　	一弘

副理事長　　　太田　貞司

副理事長　　　佐塚　玲子

理　事	 松﨑　吉之助

理　事	 竹谷　康生

理　事	 武田　千香恵

監　事	 為崎　	緑

監　事	 中野　しずよ

関内ホール関内ホール

横浜市役所
◎

横浜市役所
◎

横浜

スタジアム

横浜

スタジアム

横浜公園横浜公園

入船通り入船通り
馬
車
道

馬
車
道

アパホテル
横浜関内
アパホテル
横浜関内

横浜信用金庫横浜信用金庫

ローソンローソン

ディリーヤマザキディリーヤマザキ

横浜住吉町
郵便局

横浜住吉町
郵便局

YMCAYMCA

コンフォート
ホテル横浜関内
コンフォート
ホテル横浜関内

セルテセルテ

りそな銀行りそな銀行

北口北口

南口

出口 3

出口１出口１

出口４

横浜市営地下鉄 関内駅

JR 根岸線 関内駅

三菱東京 UFJ 銀行三菱東京 UFJ 銀行

ココ

ベ
ー
ス
タ
ー
ズ
通
り

ベ
ー
ス
タ
ー
ズ
通
り

Tel：045-228-9117　Fax：045-228-9118
Email：top@yresearch-center.jp　URL：http://yresearch-center.jp/

JR 京浜東北線・根岸線　関内駅南口より徒歩３分
横浜市営地下鉄ブルーライン　関内駅１番出口より徒歩３分
ベイスターズ通り沿い、デイリ―ヤマザキ向かい

職員・スタッフ

佐塚	玲子　（センター長）

武田　千香恵

吉川　典子

和氣　英子

塚原　祥子

山村　知子

渡辺　紀子

山本　宣子

藤本　千寿

ボランティア

勝田	泰輔

平尾	隆郎

山戸	一弥

役員

７％

５％

２％

２％

６％

訪問介護

事業所職員

包括職員

ケアプラザ職員

民生委員

福祉事業所

社協

５％

社協

５％

NPO

７％

研究所

14％

その他

35％

現任者

子育て拠点

52％

13％

13％

その他

内訳 ：

地区社協、 自治会役員、 市民

ボランティア、 行政職員、 学校

地区センター、 地区ホーム、

青少年相談、 ログハウス、 他

究者がコミュ二ケーションを図り地域の課題発見 ・解決に向かって

取り組みをすすめていこうと考えていますが、 約 800名の方が受

講され、 そのような場が研修の場ではありますが、 芽生えたと感じ

ています。

人材育成事業に関わらず、 今年度、 様々な人 ・組織とつなが

りを持ち、 取り組みをすすめることができました。 この繋がりこそ私

たちの大切な財産として、 更に取り組みをすすめていきたいと思っ

ています。

費などが主な支出です。

第三者評価については調査員さんの報酬になります。 いずれの

事業も、 人に対する支出で、 必要経費と考えています。 今後も多

様な取り組みを展開させていきたいと考えていますが、 経費の中

の 「人」 以外の諸経費については無駄を省き、 効率的な運営に

より、 経営的な成果も目指して取り組んでいきたいと考えています。

内訳 ：

企業診断士
よこはま地域福祉研究センター

公益社団法人

企業、 その他

大学

23％

行政

11％
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会員募集

当センターでは、開かれた研究組織として、

多くの方々とともに明日の地域社会の諸問題

の解決と発展を目指し、活動をしていきます。

そこで、私たちの理念に賛同し、事業にご関

心持っていただける方、ともに考え、検証し、

立案し、実践していただけるパートナーを募

集いたします。

会員は次の 2種類です。

１． 研究会員 ： 私たちの目的に賛同し、 入会した個人及び団体

２． 賛助会員 ： この法人の目的に賛同し、 事業を援助するために入会した個人及び団体

福祉事業現任
研究員

市民研究員 学識研究員

いろいろな人と、

いろいろな仕事を、

いろいろな関係性を作りながら、

いろいろなアイデアを紡いで実現する研究所。

皆さまのご応募をお待ちしています。
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